
「
日
銀
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
K
I
N
C
O

〜
日
本
銀
行
×
東
京
藝
術
大
学

地
下
金
庫
展
〜
」
の
開
催

▼
日
本
銀
行
で
は
、
名
橋
「
日
本
橋
」
保
存

会
お
よ
び
東
京
藝
大
と
の
共
催
に
よ
る
催
事

を
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
催
事
で
は
、
日
本

銀
行
本
店
旧
館
の
地
下
金
庫
の
中
を
自
由
に

歩
き
な
が
ら
、
東
京
藝
大
関
係
者
の
手
に
よ

る
美
術
作
品
や
音
響
作
品
等
を
ご
鑑
賞
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
期
間
中
、
初
日
に

邦
楽
と
洋
楽
の
演
奏
会
を
行
う
ほ
か
、
二
日

間
の
市
民
講
座
を
開
催
し
、
日
本
銀
行
の
業

務
や
金
融
経
済
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

日
本
銀
行
職
員
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た

り
、
外
部
か
ら
お
招
き
し
た
講
師
の
方
に
日

本
銀
行
の
建
物
や
地
元
日
本
橋
の
歴
史
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
約
二
週
間

の
開
催
期
間
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
地
元
日
本
橋
地
区
の
一
段

の
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

地
下
金
庫
を
舞
台
に
、
美
術
と
音
楽
が
織

り
成
す
異
空
間
を
体
験
す
る
催
事
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

場
所
　
日
本
銀
行
本
店
旧
館

期
間
　
十
一
月
三
日（
土
・
祝
）〜
十
六
日（
金
）

〈
除
く
十
日（
土
）〉

概
要
　

(

１)

演
奏
会
　
東
京
藝
大
関
係
者
に
よ
る
演

奏
会
（
催
事
初
日
の
み
）

(
２)

美
術
展
　
地
下
金
庫
に
現
代
美
術
作
品

を
展
示
す
る
ほ
か
、
音
響
作
品
を
ご
鑑

賞
い
た
だ
き
ま
す
。

(

３)

市
民
講
座
　
十
一
月
四
日
（
日
）、
十
一

日
（
日
）
に
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
講
座
を

実
施
し
ま
す
。

(

４)

旧
館
見
学
　
期
間
中
の
平
日
は
、
通
常
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見なども参考にさせていただきながら、ご好
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■小泉八雲の愛した松江は、青空にトビが鳴
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れ、観る者の五感を刺激します。そんな街並
みに今も残る八雲旧居は、丹精込めて手入れ
された庭や、床の間に飾られた季節の生け花
など、まるで八雲がいまだここに暮らしてい
るかのように、当時の姿が保たれています。
私財を投じ、計り知れないほどの手間をかけ、
旧居を守り続けていらっしゃる根岸道子さん
の心根の美しさに感動せずにはおれません。
そして、これこそが、八雲が愛してやまない
ものの真髄なのだと思いました。 （ＡＵ）
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の
旧
館
見
学
の
ほ
か
地
下
金
庫
で
の
美

術
展
も
ご
観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

来
場
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
日
本
銀

行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
（
申
込

締
切
　
十
月
十
九
日
）。

http://w
w
w
.boj.or.jp/

お
問
い
合
わ
せ
〇
三
三
二
七
七
二
五
六
八

「
日
本
銀
行
と
金
融
政
策
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

▼
日
本
銀
行
で
は
、
日
本
銀
行
の
金
融
政
策

に
つ
い
て
一
般
の
方
々
に
よ
り
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
日
本
銀

行
と
金
融
政
策
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
日
本
銀
行
が
現

在
行
っ
て
い
る
金
融
政
策
運
営
の
基
本
的
な

仕
組
み
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た

も
の
で
す
。
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
の
で
、
高
校
な
ど

学
校
の
副
教
材
と
し
て
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

http://w
w
w
.boj.or.jp/

お
問
い
合
わ
せ
〇
三
三
二
七
七
二
五
七
八

地下金庫内に美術作品を展示します


